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内容の要旨及び審査の結果の要旨
背景と目的滑膜性関節の形成に関しては､２つの骨原基間の介在領域(interzcne,IZ)に関節腔が形成さ
れ､関節運動等の機械的刺激により拡大するという説と、ＩＺの細胞の細胞死により関節i空が形成される
という説があるが決定的所見は報告されていない。本研究では膝関節膣形成における細胞形態分化の解
明､アボトーシス(apoptosis)の関与の有無膝関節の重要構造である前十字靭帯脛骨付着部(enthesis）
の形成過程を解明する為に実験を行った。
材料と方法Wister系ラット胎仔、胎生(血ryonic,Ｅ)14日から生後(Postnatal,P)１曰までの膝関節
１２６側を用い、光学及び電子顕微鏡細胞形態の分化過程を観察した。アポトーシスに関しては
TUNEL(teminaldeo】qmucleotidyltransferaseⅦediatedde卿uridinetriphospllatenick-end
labeling)法とDNA電気泳動を行った。
結果
1．関節腔形成時期はパラフィン切片でE16.5、エポキシ樹脂切片でE18であり、電子顕微鏡下の観察で
はIZは中間帯（intemediatezone，１m）とこれを挟む2外層から成っていた。
2．関節１１空は紡錘形細胞が為すほぼ２層の層状構造間で形成され､他の細胞は扁平な軟胃労細胞となり、
二次的に外層に組み込まれた。
3．アボトーシスを証する所見は関節腔形成の全時期で認められなかった。
4．膝前十字靭帯のi璽骨側付着部の発生過程において、軟骨膜及び関節腔の境界を示す紡錘形細胞の層構
造は観察されず〈靭帯に沿ったコラーゲン線維の軟骨内での発達と円形細胞の柱伏配列のgHl皆的変化
が観察された。
結論ラットの膝関節腔の形成開始ＩＦ苛期は形態の人為的要因が少ないエポキシ樹脂切片が示すE18がより
正確であること､そして関節腔の形成機序に関してはアポトーシスの関与の可能|生は低く、ＩZでのプロテ
オグリカン及びコラーゲン線維の減少、ヒアルロン酸産生による細胞間結合の喪失によることが示唆され
た。さらには膝前十字靭帯脛骨付着部のコラーゲン線維発達過ﾄﾞ呈はシャーピー線維の形態と異なることが
示唆された。
以上､本論文は膝関節腔と靭帯の形成に関して詳細で新しい''書報を提示し、関節形成機序の解明に重要
な示唆を与えた労作であり、学位に値すると評価された。
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